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【問題】タイプ C 行動パターンと呼ばれる行動パターンがある。これは Temoshok によっ

て提唱された、多くのがん患者に共通して見られる行動パターンのことであり、

がん罹患のリスクファクターになるのではないかとまで言われているものである。

タイプ C 行動パターンとは、怒りをはじめとしたネガティブな感情を表出せず、

経験もしないということや忍耐強く控え目で、周囲の人々に対して協力的で、権

威に対して従順であるというもの、他者の要求を満たすためには極端に自己犠牲

的になり得るなどの特徴を示す行動パターンのことである。そのため、表面的に

はいわゆる「良い人」に見えるのであるが、何らかの葛藤やストレスを抱えてい

る可能性も考えられる。しかし、我が国においてはタイプ C 行動パターンそのも

のを対象とした研究は少なく、十分に検討されているとは言えない現状がある。 

【目的】タイプ C 行動を示す人々のレジリエンス、独自性欲求の型、性格特性特徴の 3 点

について、タイプ B 行動を示す人々と比較検討し、その特徴を掴むこと。 

【方法】私立 A 大学の学生（18 歳～24 歳まで）を対象に質問紙調査を行った。用いた質問

紙は１．SIRI-33（Short Interpersonal Reactions Inventory（熊野ら、2000））、

２．CTS（学生用 Coronary-prone Type Scale for Japanese（瀬戸・上里、1997））、

３．S-H 式レジリエンス検査（佐藤・祐宗、2009）、４．ユニークさ尺度（宮下、

1991）、５．モーズレイ性格検査（MPI）の 5 種類とフェイスシートであった。こ

れらの得点を必要に応じてχ二乗検定と分散分析にかけ検討を行った。 

【結果】レジリエンスにおいて、タイプ C に判定される人々の中でも社会的同調性の高さ

が特徴である群（以下 C1 群とする）はタイプ B（以下 B 群とする）よりも有意

に合計得点が低かった。また、タイプ C に判定される人々の中でも合理性及び反

情緒性の高さが特徴である群（以下 C2 群とする）は C1 群よりも合計得点が有意

に高かった。ユニークさ尺度の下位尺度である「自己を積極的に表出するか」に

おいて、C1 群は B 群よりも得点が有意に低かった。また、C2 群は B 群よりも得

点が有意に低かった。モーズレイ性格検査の下位尺度である、外向性尺度におい

ては、C1 群は B 群よりも得点が有意に低かった。C2 群も B 群よりも得点が有意

に低かった。また、神経症性尺度の得点では、C1 群は B 群よりも得点が有意に高

かった。また、C1 群は C2 群よりも得点が有意に高かった。 

【結論】タイプ C とタイプ B の間では、「自己を積極的表出するか」の得点や外向性尺度の

得点によって明確な差が見られた。しかし、タイプ C は 2 つの群に分けることが

でき、他の項目に関しては 2 群そろって B 群と有意な差を得ることができなかっ

た。更に、タイプ C の中の 2 群において、C1 群の方が C2 群よりネガティブな機

能を果たしている可能性が示唆された。今後は、先行研究においては数々の特徴

をひとまとめにして研究されてきた「タイプ C 行動パターン」を特徴ごとに「タ

イプ C1」と「タイプ C2」のように分けて検討することで、臨床的にも有意義な

示唆を得られることが予想される。 
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